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 川 精 一

新
年
の
ご
挨
拶

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
素
晴
ら
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
大
和

青
色
申
告
会
の

運
営
に
、
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
お

力
添
え
を
い
た

だ
き
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が

２
類
か
ら
５
類

へ
と
移
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
感
染
対

策
が
緩
和
さ

れ
、
観
光
業
を

中
心
と
し
て
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
が
高
ま
り
、

経
済
活
動
も
コ

ロ
ナ
禍
前
の
状

況
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、

わ
れ
わ
れ
小
規
模
事
業
者
が
そ
の
恩
恵

を
実
感
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
景
気
回
復
と
い
う
に
は
程
遠
い
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
た
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
さ
て
、
当
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
一

昨
年
の
臨
時
総
会
に
て
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
会
費
額
の
改
定
を
、
昨
年
４

月
に
実
施
し
、
財
政
健
全
化
へ
の
気
持

ち
を
再
確
認
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
11
月
に
は
、
当
会
青
年
部

の
長
年
に
わ
た
る
献
血
へ
の
協
力
が
認

め
ら
れ
、
神
奈
川
県
献
血
推
進
功
労
者

と
し
て
、
厚
木
保
健
福
祉
事
務
所
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
に
受

賞
し
た
日
本
赤
十
字
社
の
「
金
色
有
功

賞
」
に
続
く
栄
誉
で
あ
り
、
会
活
動
の

励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
が
明
け
、
ま
も
な
く
確
定
申
告
が

始
ま
り
ま
す
。
昨
年
同
様
、
相
談
の
予

約
制
と
、
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

会
員
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ

と
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
周
知
・
普
及

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
確
定
申
告
は
、
昨
年
10
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
適

用
さ
れ
る
最
初
の
確
定
申
告
で
あ
り
、

登
録
申
請
さ
れ
た
方
は
、
消
費
税
の
確

定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
収
入
お

よ
び
経
費
の
集
計
が
例
年
よ
り
も
煩
雑

に
な
り
、
納
税
と
事
務
作
業
の
両
方
で

負
担
が
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
電
子
帳
簿
保
存
法
の
宥
恕
期

間
も
終
了
し
、
今
年
１
月
か
ら
は
電
子

取
引
デ
ー
タ
の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は

著
し
く
変
化
し
て
お
り
、
青
色
申
告
会

の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
方
も
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
確
定
申
告
期
に
お
い
て
は
、
税
務

署
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
な
が

ら
、
会
勢
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
新
し
い
年

が
会
員
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

所得税　1月19日（金）～

3月15日（金）

消費税　1月19日（金）～

４月１日（月）

大和青色申告会での

確定申告書のとりまとめ
当会では左記の期間、会員様の決算書作成をお手

伝いし、さらに確定申告書をとりまとめて大和税務

署へ一括提出いたします。事務局またはお近くの出

張会場へお早めにご提出ください。

相談指導会の日程等につきましては、既に発送し

ております「会員証」をご覧ください。

謹

賀

新

年
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大和税務署長

藤 田 圭 助

謹
ん
で
初
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
六
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
一
般

社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
旧
年
中
は
、

川
会
長
を
は
じ
め
役

員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
税
務
行

政
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
が

よ
う
や
く
収
束
し
、
マ
ス
ク
な
し
で
の

日
常
生
活
を
取
り
戻
し
た
一
年
で
し

た
。
ま
た
、
税
務
の
面
で
は
、
皆
様
方

に
も
周
知
・
広
報
な
ど
多
大
な
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
様
式
や
社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
中
、
貴
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、税
務
研
修
会
の
開
催
や
記
帳
・

決
算
指
導
の
み
な
ら
ず
、
街
頭
献
血
や

市
民
ま
つ
り
等
へ
の
参
加
な
ど
、
地
域

社
会
に
向
け
た
活
動
に
も
精
力
的
に
取

新
年
の
ご
挨
拶

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
納
税

道
義
の
高
揚
と
青
色
申
告
制
度
普
及
に

向
け
率
先
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま

し
て
も
大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り
、
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ま
も
な
く
令
和
五
年
分
の
確

定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。
貴
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
毎
年
多
大
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
青
色
コ
ー
ナ
ー
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
役
員
の
方
を

は
じ
め
多
く
の
指
導
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
と
と
も
に
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
更
な

る
利
用
促
進
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
に
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
一
般
社
団
法
人
大

和
青
色
申
告
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に

ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
顧
　
問
】

　
清
水
　
紀
行

　
曽
根
壽
太
郎

　【
相
談
役
】

　
大
矢
　
勝
彦

　
谷
川
　
元
彦

　【
理
　
事
】

　

川
　
精
一
（
会
長
）

　
堀
田
　
勝
彦
（
副
会
長
）

　
石
井
　
　
茂
（
副
会
長
）

　
二
見
　
宣
長
（
副
会
長
）

　
長
岡
　
巨
知
（
副
会
長
）

　
大
原
　

男
（
副
会
長
）

　
岩
崎
　
清
昭

　
竹
内
　
　
弘

　
松
岡
　
純
二

　
山
村
美
伎
男

　
柴
田
　
　
茂

　
下
田
　
兼
義

　
手
川
　
　
薫

　
西
海
　
正
美

　
松
尾
寿
美
子

　
若
菜
　
成
之

　
鈴
木
　
　
徹

　
八
木
　
隆
行

　
鈴
木
　
正
和

　
鈴
木
美
代
子

　
吉
野
　
晃
弘

一
般
社
団
法
人

大
和
青
色
申
告
会

【
監
　
事
】

　
千
葉
　
　
斉

　
松
尾
　
誠
一

　
大
栗
　
　
学

　【
支
部
長
】

　
井
上
　
寿
夫
（
中
央
林
間
東
）

　
佐
藤
　
忠
子
（
下
鶴
間
）

　
古
木
　
富
美
（
下
鶴
間
北
）

　
鈴
木
　
洋
子
（
南
林
間
北
）

　
鈴
木
　
秀
子
（
南
林
間
西
）

　
田
向
　
琳
子
（
南
林
間
）

　
笹
本
　
恵
子
（
南
林
間
南
）

　
吉
野
　
弘
勝
（
西
鶴
間
）

　
大
澤
　
一
郎
（
西
鶴
間
第
１
）

　
本
間
　
直
子
（
西
鶴
間
若
草
）

　
佐
藤
　
範
彦
（
鶴
間
）

　　
平
塚
　
惠
一
（
草
柳
南
）

　
古
谷
田
秋
美
（
草
柳
西
）

　
山
形
　
妙
子
（
中
央
１
）

　
向
笠
三
津
雄
（
大
和
東
第
１
）

　
渡
邊
　
隆
敏
（
大
和
東
第
２
）

　
一
部
冨
士
男
（
大
和
南
）

　
田
邊
　
政
道
（
桜
ヶ
丘
第
１
）

　
杉
﨑
　
則
子
（
桜
ヶ
丘
第
２
）

　
鶴
田
　
幸
夫
（
福
田
第
１
）

　
増
　
　
正
之
（
福
田
第
２
）

　
仲
戸
川
誠
一
（
渋
谷
東
）

　
保
田
　
　
豊
（
渋
谷
南
第
１
）

　　
一
之
瀬
義
康
（
座
間
）

　
齊
藤
　
一
則
（
入
谷
第
１
）

　
福
田
　
　
亮
（
入
谷
第
２
）

　
京
免
　
康
彦
（
栗
原
第
２
）

　
小
原
　
繁
美
（
栗
原
第
３
）

　
堀
　
　
丈
夫
（
相
武
台
第
２
）

　
冨
田
　
清
一
（
相
模
が
丘
第
１
）

　
関
口
　
吉
三
（
相
模
が
丘
第
２
）

　
矢
板
　
文
平
（
小
松
原
）

　　
田
野
口
英
樹
（
柏
ヶ
谷
第
１
）

　
外
堀
　
伸
一
（
柏
ヶ
谷
第
２
）

　
窪
田
　
照
雄
（
柏
ヶ
谷
第
３
）

　
重
田
　
　
勉
（
国
分
第
１
）

　
飯
田
　
　
覚
（
国
分
第
２
）

　
坪
井
　
教
一
（
上
今
泉
）

　
池
田
　
裕
司
（
大
谷
・
勝
瀬
）

　
平
井
　
　
恒
（
浜
田
・
国
分
寺
台
）

　
寺
谷
　
　
進
（
海
老
名
第
４
）

　
金
子
　
　
孝
（
中
新
田
・
さ
つ
き
）

　
プ
レ
ス
リ
ー
明
日
香

　
　
　
　
　
　
（
杉
久
保
・
上
河
内
）

　
清
田
　
悟
志
（
本
郷
・
中
河
内
）

　
時
任
　
勝
美
（
今
里
・
社
家
）

　
柏
木
　
敏
男
（
中
野
・
門
沢
橋
）

　　
渡
井
　
賢
次
（
上
土
棚
）

　
山
添
　
宏
征
（
中
村
）

　
矢
澤
　
　
洋
（
綾
北
）

　
新
家
　
　
清
（
寺
尾
北
）

　
矢
部
　
貴
洋
（
早
園
）

　　
村
田
　
裕
司
（
大
和
農
業
）

　
澤
田
　
　
篤
（
座
間
農
業
）

　
今
井
　
和
雄
（
海
老
名
農
業
）

　
川
島
　
好
三
（
綾
瀬
農
業
）

　
齊
木
　
　
稔
（
大
和
歯
科
医
師
）

　
遠
藤
　
伸
彰
（
税
理
士
）
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大和税務署からのお知らせ
【問合せ先】
〒242‐8567 大和市中央５-14-22　℡ 046（262）9411（代表）
※お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

税　目 申告及び納税の期限 振替日
所得税 及び
復興特別所得税 令和６年３月１５日（金）まで 令和６年４月２３日（火）

（個人事業者の方の）
消費税 及び 地方消費税※ 令和６年４月　１日（月）まで 令和６年４月３０日（火）

贈与税 令和６年３月１５日（金）まで

振替納税のご利用は、税目ごとに手続きが必要です。
○令和５年分の申告・納税の期限 及び 振替納税の振替日は、次のとおりです。

※課税期間の特例適用者の場合を除きます。
※適格請求書（インボイス）発行事業者は、消費税の確定申告を行う必要があります。
　なお、免税事業者がインボイスの登録を受けた場合は、負担軽減措置等があります。

インボイス制度に
関する情報ガイド
(税額の計算方法)
はこちらから

申告書作成会場 の開設について
～ 原則、スマートフォン で申告書を作成していただきます ～

開設期間 会　場 所在地 時　間
令和６年
２月１６日（金）～

３月１５日（金）
土、日及び祝日を除きます。(注)

大和税務署 大和市中央5-14-22

【受付】
　午前８時３０分から午後４時まで
【相談】
　午前９時から午後５時まで

お持ちいただくもの
①源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類
②マイナンバーカード　※マイナンバーカード発行時に設定した、次のパスワードも必要です。

●利用者証明用電子証明書（数字4桁）　●署名用電子証明書（英数字6文字以上16文字以下）
※マイナンバーカードをお持ちでない場合は、次の書類をお持ちください。
●運転免許証等の身元確認書類　4　　　●通知カード等のマイナンバーが分かる書類

入場整理券 事前に準備いただきたいこと
○令和５年分の申告書作成会場では、混雑回避のために「入場
整理券」を配付します。

○入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合が
あります。

○３月中は入場整理券の入手が困難となることが予想されます
ので、２月中の来場をお勧めします。

○入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEによる事前
発行で入手することが可能です。是非、LINEによる事前発行
をご利用ください。

　マイナンバーカードを利用した、マイナポー
タル連携には以下のようなメリットがありま
すので、マイナポータル連携の事前準備をお
願いします。
○確定申告書に添付する書類の管理・保管が
不要

○申告書への自動入力が可能（控除証明書等
の集計や１件ずつ入力する手間が不要）

○e-Taxでデータ送信

（注）ただし、２月２５日の日曜日は開場します。
○申告書等の提出は、e-Taxを利用して電子申告で送信いただくか、書面の場合は郵送でご提出ください。

マイナポータル連携の
概要はこちらから！

マイナポータル連携の
事前準備はこちらから！

オンラインで事前発行 友だち追加は
こちらから！

LINEアプリで国税庁の公式LINEアカウントを友だち追加してください。
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タックスアンサーは
こちらから

   
● 副収入の申告漏れ

　原稿料、講演料又はネットオークションやフリーマーケットアプリなどを利用した個人取引による所得

についても合わせて申告する必要があります（ただし、生活に使用した資産の売却による所得は非課税）。

　また、暗号資産を売却又は使用することにより生じる所得についても合わせて申告する必要があります。

● 給与所得・雑所得の計算誤り

　令和２年分から給与所得控除額・公的年金等控除額 が一律１０万円引き下げられ、控除上限額が変更

されました。また、令和２年分から一定の場合に給与所得から所得金額調整控除額を差し引く必要があり

ます。詳しくは、タックスアンサー「所得金額調整控除」をご覧ください。

● 一時所得の申告漏れ

　生命保険会社などから、満期金や一時金を受け取られた方は、その収入が一時所得として申告する必要

がないか、生命保険会社などから送付された書類で、もう一度確認してください。

　また、競馬など公営競技の払戻金は課税の対象となりますので、高額な払戻金を受けた場合には、申告

が必要となることがあります。ご注意ください。

● 国外所得の申告漏れ

　居住者（非永住者以外の者）は、国内で得た所得と合わせて海外で得た所得（例えば、国外で支払われ

る預金等の利子や、国外にある不動産の貸付・譲渡による収益、国外の法人等に対する出資に係る収益な

ど）を申告する必要があります（外国の税務当局に申告した所得も申告が必要となります。）。

● 寄附金控除の適用漏れ（ふるさと納税を行った方）

　確定申告を行う際には、ふるさと納税ワンストップ特例の適用に関する申請書を提出している方であっ

ても、令和５年中に支払った全てのふるさと納税の金額を寄附金控除額の計算に含める必要があります。

● 予定納税額の記載漏れ

　税務署から「所得税 及び 復興特別所得税の予定納税額の通知書」が送付されている場合は、確定申告

において予定納税額（第１期分と第２期分の合計額）を記載する必要があります。

　予定納税額は、税務署から送付される「所得税 及び 復興特別所得税の予定納税額の通知書」、「確定申

告のお知らせ」（ハガキ）又はｅ-Ｔａｘのメッセージボックスに格納される「確定申告等についてのお知

らせ」でご確認ください。

● 振替納税の確認

　振替納税は税目ごとに利用を選択できます。このため、所得税等について振替納税を利用していても、

消費税 及び 地方消費税について手続をしていない場合､消費税 及び 地方消費税の振替納税はご利用いた

だけません。特に、 消費税の新規課税事業者となった方については「確定申告のお知らせ」（はがき・封

書）などでご確認いただき、手続をしていない場合は早期に振替納税の手続をお願いします。

　国税庁ホームページ「タックスアンサー」では、よくある税の

ご質問に対する一般的な回答を調べることができます。

　また、個人の方の国税に関する相談は、チャットボット「税務

職員ふたば」もご利用ください。ご質問したいことをメニューから選択するか、文字で

入力いただくとＡＩ（人工知能）が自動回答します。土日、夜間でもご利用いただけま

す。確定申告書作成の参考として是非ご利用ください。

国税庁ホームページ

「タックスアンサー」「チャットボット（ふたば）」をご利用ください

確定申告にあたっての注意点

税務相談チャットボット
はこちらから

所得税等の確定申告の際に、次のような誤りが多く
見受けられますのでご注意ください。
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令和６年１月からの電子データの保存方法について詳しく教えてください。

今までは電子取引データをプリントアウトした書面を整理してファイリング

していたけれど、令和６年１月からはどうすればいいんだろう。

以下の【可視性の確保】と【真実性の確保】を満たしていただく必要が
ありますが、難しいことはありません。

まずは、①と②を満たしていただく必要があります。
ただし、「２課税年度前の売上高が５,０００万円以下の方」、または「電子
取引データをプリントアウトして日付及び取引先ごとに整理されている方」
は、電子取引データの「ダウンロードの求め」に応じることができるように
していれば、②の要件は不要となります。

仕事で使っているからパソコンや操作マニュアルはあるし、プリント

アウトした書面を整理してファイリングしているわ。

専用のシステムなどを導入していないのだけれど、

どうすればいいんだろう。

【可視性の確保】
①モニター・操作説明書等の
備付け
②検索要件の充足

【真実性の確保】
不当な訂正削除の防止に関
する事務処理規程を制定
し、遵守する その場合であっても、「ルールを決めて守っていただくこと」で

満たすことが可能です。事務処理規程のサンプルは、国税庁ＨＰ
に掲載していますので、参考にしてください。

事務処理規程を制定すればいいのね！

そして、今まではプリントアウトした後に電子取引データを消していた

けれど、令和６年１月からは消さずに保存する必要があるのね。

そのとおりです。電子取引データが原本ですので、これをそのまま保存してください。

準備が間に合わない場合はどうしたらいいの？？

人手が足りなくて、令和６年１月までに事務処理規程の制定などの

準備が間に合いそうにないな。

（１）と（２）を満たす場合には、電子取引データを保存しておくだけで大丈夫です。

（１）電子取引データ保存の一定のルールに従っ
て電子取引データを保存することができな
かったことについて、所轄税務署長が相当
の理由があると認める場合（事前申請等は
不要です。）

（２）税務調査等の際に、

●電子取引データのダウンロードの求め
●電子取引データをプリントアウトした書
面の提示・提出の求め
にそれぞれ応じることができるようにして
いる場合

「人手不足」はこれを満たすんだな。

はい。ほかにも、「システム整備が間に合わない」
「資金不足」など、幅広い理由で認められますよ。

電子取引データを消さずに保存しつつ、税務調査

などの際に、電子取引データや電子取引データを

プリントアウトした書面を渡せるようにしておけ

ばいいのか。

そのとおりです。ご対応をよろしくお願いします。

なお、保存する電子取引データの範囲は、これまで

書面で保存しているものと変わりありません。

税務職員ふたば

電子取引データの
訂正 及び 削除の
防止に関する事務
処理規程※令和４年度税制改正で措置された「宥恕措置」は、

　適用期限（令和5年12月31日）をもって廃止されます。

可視性

ＯＫ

真実性

ＯＫ
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昨
秋
11
月
17
日
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ

テ
ル
海
老
名
に
お
い
て
大
和
税
務
署
に

よ
る
納
税
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
当
会
関

係
者
か
ら
は
次
の
方
々
が
永
年
の
功
労

に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
29
日
に
は
神
奈
川
県
厚

木
合
同
庁
舎
に
お
い
て
吉
野
晃
弘
理
事

が
厚
木
県
税
事
務
所
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

◎
大
和
税
務
署
長
表
彰
状松 岡 純 二

大和市

川 島 好 三

綾瀬市

池 田 裕 司

海老名市

◎
大
和
税
務
署
長
感
謝
状 保 田 　 豊

大和市

寺 谷 　 進

海老名市

竹 内 　 弘

大和市

笹 本 恵 子

大和市

増 　 正 之

大和市

令
和
５
年
度

◎
厚
木
県
税
事
務
所
長
表
彰
状

渡 井 賢 次

綾瀬市

吉 野 晃 弘

大和市

渡 邊 隆 敏

大和市

管内各市の行事で
青色申告会をＰＲ

あやせ産業まつり

海老名ふれあい農業まつり

座間市民ふるさとまつり

やまと産業フェア

～「税を考える週間」～

　
昨
年
の
11
月
、
当
会
は
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
、「
や
ま
と
産
業
フ
ェ
ア
」

（
11
日
、
12
日
）、「
座
間
市
民
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」（
19
日
）、「
海
老
名
ふ
れ

あ
い
農
業
ま
つ
り
」（
26
日
）、「
あ
や

せ
産
業
ま
つ
り
」（
26
日
）
と
、
管
内

各
市
の
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ

の
実
施
や
現
金
１
億
円
の
重
さ
を
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ブ
ー
ス

を
訪
れ
た
方
々
が
税
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
を
提
供
し
た
り
、
会
場
内
で

青
色
申
告
会
や
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申

告
）
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
た

り
と
、
青
色
申
告
会
と
税
の
広
報
に
努

め
ま
し
た
。

　
各
会
場
と
も
子
供
か
ら
年
配
者
ま
で

多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
青
色
申
告
会
・
税
の
Ｐ
Ｒ
が
広

く
行
わ
れ
ま
し
た
。

納
税
表
彰
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会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

　
私
の
故
郷
は
北
海
道
函
館
市
で
す
。

「
百
万
ド
ル
の
夜
景
」
で
知
ら
れ
、
北

海
道
で
は
札
幌
市
、
旭
川
市
に
次
ぐ
、

人
口
約
24
万
人
の
市
で
す
。
北
海
道
か

ら
全
国
区
の
有
名
人
と
な
っ
た
、
俳
優

の
大
泉
洋
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
で
あ
る
潤

さ
ん
が
令
和
５
年
４
月
に
市
長
と
な
ら

れ
た
こ
と
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し

た
。 私

の
故
郷

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ 849 農 業 ４ 1，058 準会員Ａ 113

大 和 南 １６ 895 歯科医師 ２ 17 準会員Ｂ 152

座 間 １４ 844 税 理 士 １ 68

海 老 名 １４ 710 事 務 局 186

綾 瀬 ９ 497 正会員計 5，124 準会員計 265

支部と会員数　　　（令和５年12月15日 現在） 秋期会員増強特別運動
令和5年10月16日～11月15日

大 和 北　　１名

大 和 南　　１名

海 老 名　　１名

税 理 士　　１名

事 務 局　２５名

ご協力ありがとうございました。

　事務局からのお知らせ　
◆確定申告期間中、下記の日付に限り休業日も業務をおこないます。

●令和６年12月18日（日）
　　業務時間　18：45 ～ 17：30

●令和６年12月25日（日）
　　業務時間　18：45 ～ 17：30

●令和６年13月19日（土）
　　業務時間　18：45 ～ 12：00

◆下記の日付につきましては、業務時間に変更がございます。
会員の皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご了承のほ
どよろしくお願い申し上げます。

●令和６年11月15日（月）指導員研修

　　業務時間　13：00 ～ 17：30

●令和６年11月16日（火）支部長会議 他

　　業務時間　18：45 ～ 11：00

●令和６年15月29日（水）通常総会

　　業務時間　18：45 ～ 11：00

令
和
６
年
１
月
か
ら
変
わ
る

電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
に
つ
い
て
研
修

～
「
役
員
一
泊
勉
強
会
」
開
催
報
告
～

　
昨
年
11
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て

「
役
員
一
泊
勉
強
会
」
を
開
催
し
、
役

職
員
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
バ
ス
車
中
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
電

子
帳
簿
保
存
制
度
に
つ
い
て
研
修
を
お

こ
な
っ
た
ほ
か
、
鯛
の
浦
遊
覧
船
、
誕

生
寺
、
濃
溝
の
滝
、
和
蔵
酒
造
・
酒
菜

館
、
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
・
貨
幣
博

物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

大和税務署
個人課税第１部門
統括国税調査官

高 場 哲 也

　
北
海
道
の
南
部
に
位
置
し
、
特
産
品

は
「
イ
カ
」
だ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

の
海
水
温
上
昇
や
他
国
の
乱
獲
の
影
響

で
、
今
で
は
漁
獲
量
が
10
年
前
の
１
割

程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
地
元
の
イ
カ
刺
は
や
は
り
絶
品

で
、
塩
辛
や
沖
漬
け
（
イ
カ
を
活
き
た

ま
ま
醤
油
に
漬
け
込
ん
だ
も
の
）
な
ど

も
酒
の
ア
テ
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。

　
平
成
28
年
に
北
海
道
新
幹
線
が
開
業

し
、
新
函
館
北
斗
駅
が
現
在
の
終
着
駅

で
す
が
、
実
は
函
館
市
内
の
駅
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
函
館
駅
へ
は
そ
こ
か
ら
快

速
電
車
で
15
分
か
か
り
ま
す
。
函
館
空

港
か
ら
は
函
館
駅
ま
で
高
速
バ
ス
で
30

分
の
距
離
で
す
。

　
函
館
が
生
ん
だ
大
ス
タ
ー
と
い
え
ば

北
島
三
郎
さ
ん
が
思
い
浮
か
び
ま
す

が
、
出
身
は
お
隣
の
知
内
町
と
い
う
所

で
、
函
館
西
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ
ま

し
た
。
高
校
在
学
時
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に

在
籍
し
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ジ
が
現
在
中

央
競
馬
の
馬
主
で
も
あ
る
北
島
さ
ん
の

勝
負
服
（
黒
、茶
三
本
輪
）
に
な
っ
た
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
で
は
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｙ
や
女
性
ソ

ロ
ア
ー
チ
ス
ト
の
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
な
ど

が
い
て
、
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
前
に
地

元
で
行
っ
て
い
た
ラ
イ
ブ
会
場
を
巡
礼

す
る
若
者
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
函
館
が
注
目
さ
れ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
に

必
ず
挙
が
る
の
が
、
ホ
テ
ル
の
満
足
度

で
す
。
温
泉
あ
り
観
光
名
所
あ
り
夜
景

あ
り
と
観
光
も
充
実
し
て
い
な
が
ら
、

朝
食
に
イ
ク
ラ
の
か
け
放
題
を
は
じ

め
、
海
の
幸
山
の
幸
を
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
で
楽
し
め
る
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
故
郷
を
離
れ
て
既
に
30
年
以
上

が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
時
々
帰

り
た
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
魅
力
的
な

場
所
で
す
。

誕生寺にて（千葉県鴨川市）

給与支払報告書は
令和６年１月３１日（水）が

提出期限となります。

早期提出にご協力をお願いいたします。

　また、給与支払報告書には、給与支払者、
給与受給者、（源泉・特別）控除対象配偶者
および扶養親族それぞれに個人番号の記載が
必要です。

　詳細は、各市役所にご確認ください。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が

な
く
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
長
期
化
の

影
響
で
、
原
材
料
費
や
原
油
価
格
が
高

騰
し
、
物
価
も
上
昇
し
ま
し
た
。
わ
れ

わ
れ
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
何
か
と
不

安
に
包
ま
れ
た
年
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
周

り
の
人
た
ち
を
、
女
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
明
る
く
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
魅
力
あ
る
女
性
部
を
目
指
し
て
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
女
性
部
で
す
が
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
行
事
を
縮
小
し

な
が
ら
も
、
ど
う
に
か
運
営
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、
全
国
青
色
申
告
会

総
連
合
の
女
性
部
が
主
催
す
る
「
秋
季

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
に
、
松
岡
副
部
長

部 長

鈴 木 美代子

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

新
年
の
ご
挨
拶

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
本
年
も
青
年
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
青
年
部
の
事
業
も
コ
ロ
ナ

禍
前
の
よ
う
に
開
催
で
き
る
よ
う
に
な

り
安
堵
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
か
、
出
席
率
が
下
が
っ
て
し
ま
い

部 長

下 田 兼 義

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

新
年
の
ご
挨
拶

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
一
歩
目
、
小
学
校
６
年
生
の
林
間
学

校
で
箱
根
の
金
時
山
へ
。
そ
の
時
の
私

草柳西支部
支部長

古谷田 秋 美

一
歩
二
歩
三
歩

と
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前

は
、
電
車
を
乗
り
継
い
で
都
内
の
会
場

ま
で
出
向
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
ウ
ェ
ブ
で
参
加
で
き
、
大
変
助
か
っ

て
お
り
ま
す
。

　
世
の
中
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行
っ
て

お
り
、
何
と
か
つ
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
い
か
ず
、
身
体
の
衰
え
も
あ
っ

て
行
動
範
囲
も
狭
ま
り
、
葛
藤
す
る
こ

と
も
多
々
あ
る
こ
の
頃
で
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が
さ
ら
な
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
し
た
。
皆
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が

ら
、
参
加
し
た
く
な
る
事
業
を
計
画
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
辰
年
で
す
が
、
辰
年

は
政
治
の
大
き
な
変
化
が
起
き
る
「
政

変
の
年
」
と
も
言
わ
れ
、
戦
後
５
回
し

か
な
い
辰
年
の
う
ち
、
３
回
も
総
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

や
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
と
い
っ
た
汚
職
事

件
も
辰
年
に
発
覚
し
て
い
ま
す
。

　
１
８
６
８
年
の
戊
辰
戦
争
、
１
９
０

４
年
の
日
露
戦
争
も
辰
年
に
起
き
て
お

り
、
ま
さ
に
動
乱
の
年
と
言
え
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
ば
か
り
を
書
き
ま

し
た
が
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
東
海
道
新
幹
線
開
業
、
１
９

８
８
年
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
・
瀬
戸
大
橋

開
業
、２
０
０
０
年
の
２
千
円
札
発
行
、

２
０
１
２
年
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開

業
な
ど
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動

が
多
い
の
も
辰
年
の
特
徴
で
す
。

　
青
色
申
告
会
も
、
年
明
け
の
年
末
調

整
に
始
ま
り
、
所
得
税
・
消
費
税
の
確

定
申
告
と
、
繁
忙
期
に
入
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
今
年
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
電

子
帳
簿
保
存
制
度
へ
の
対
応
も
重
な

り
、
動
乱
の
年
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
青
年
部
も
マ
イ

ペ
ー
ス
で
頑
張
り
ま
す
！
？

は
、
他
の
人
に
遅
れ
ま
い
と
、
あ
と
に

つ
い
て
登
る
の
が
や
っ
と
で
し
た
。

　
二
歩
目
、
高
校
卒
業
後
の
１
９
７
１

年
８
月
。
高
校
時
代
の
友
人
と
２
人
で

加
賀
の
白
山
へ
。
お
盆
の
帰
省
と
重

な
っ
て
し
ま
い
、
上
野
か
ら
金
沢
ま
で

は
満
員
の
夜
行
急
行
列
車
。
そ
し
て
バ

ス
で
駅
か
ら
登
山
口
の
市
ノ
瀬
、
徒
歩

で
別
当
出
合
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
テ
ン

ト
泊
。
２
日
目
は
南
竜
ヶ
馬
場
で
テ
ン

ト
泊
を
し
、
３
日
目
の
午
後
か
ら
風
雨

の
中
を
登
っ
て
、
よ
う
や
く
白
山
室
堂

山
頂
小
屋
に
到
着
し
ま
し
た
。
到
着
し

て
か
ら
３
時
間
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
、
西

の
方
角
か
ら
陽
が
差
し
、
夕
焼
け
が
雪

渓
を
照
ら
し
ま
し
た
。
言
葉
で
は
表
現

し
き
れ
ま
せ
ん
が
、
山
の
厳
し
さ
と
美

し
さ
に
、
心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
私
の
登
山
の
始
ま
り
で
す
。

　
２
０
２
０
年
４
月
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
の
発
出
以
降
は
登
山
を
自

粛
し
て
お
り
、
最
後
に
登
っ
た
の
は
、

２
０
１
６
年
７
月
の
富
士
山
に
な
り
ま

す
。

　
登
山
の
自
粛
中
は
、「
相
模
野
基
線
」

や
「
横
須
賀
水
道
道
」
な
ど
、
徒
歩
で

の
史
跡
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
相

模
野
基
線
」
は
、
１
８
８
２
年
に
陸
軍

が
日
本
の
三
角
測
量
の
基
線
と
し
て
定

め
、
現
在
の
相
模
原
市
南
区
麻
溝
台
か

ら
座
間
市
ひ
ば
り
が
丘
ま
で
を
結
ぶ
、

約
５
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
直
線
で
す
。

「
横
須
賀
水
道
道
」
は
、
大
正
時
代
に

海
軍
が
建
設
し
た
も
の
で
、
宮
ヶ
瀬
か

ら
逸
見
浄
水
場
ま
で
、
約
53
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
っ
て
水
道
管
が
埋
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
三
歩
目
、
今
年
は
引
地
川
の
水
源
地

か
ら
江
ノ
島
ま
で
と
、「
横
浜
水
道
道
」

を
青
山
水
源
地
か
ら
野
毛
山
公
園
ま

で
、
数
日
間
か
け
て
歩
く
予
定
で
す
。

青年部が表彰されました

令和5年11月17日
神奈川県厚木保健福祉事務所

大和センター講堂

神奈川県献血推進功労者
厚木保健福祉事務所長表彰
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